
Ｊ
Ｒ
西
日
本
・
福
知
山
線
の
脱

線
事
故
は
日
本
の
大
企
業
が
か
か

え
て
い
る
企
業
体
質
に
、
警
鐘
を

与
え
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

日
立
も
例
外
で
は
な
く
、
職
場

の
な
か
を
見
渡
せ
ば
類
似
し
た
現

象
が
あ
ら
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

４
月
ま
で
、
現
場
に
多
く
の
派

遣
社
員
が
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

数
名
の
社
員
が
契
約
を
打
切
ら
れ
、

残
っ
て
い
る
孫
会
社
の
社
員
と
、

日
立
か
ら
出
向
に
出
さ
れ
た
社
員

が
、
月
３
０
～
４
０
Ｈ
の
残
業
で

そ
の
穴
埋
め
を
さ
せ
ら
れ
い
ま
す
。

新
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
労

働
密
度
が
上
が
っ
た
う
え
に
、
注

小
田
原
市
は
今
、
箱
も
の
・

再
開
発
計
画
が
め
じ
ろ
押

し
で
す
。
そ
の
た
め
、
地

域
住
民
と
の
軋
轢
が
お
き
、

市
民
運
動
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
▼
①
、
ま
ず
は
ボ
ー

ト
ピ
ア
（
競
艇
の
船
券
売

り
場
）
の
設
置
反
対
運
動
・
②
、

景
観
を
無
視
し
た
、
城
山
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
反
対
運
動
・
③
、
小
田
原

市
が
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
る
、

小
田
原
駅
南
側
、
127
メ
ー
ト
ル
の

タ
ワ
ー
ビ
ル
問
題
・
④
、
旧
小
田

原
警
察
署
跡
地
を
含
む
、
市
民
会

館
建
て
か
え
「
城
下
町
ホ
ー
ル
」

計
画
・
⑤
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
県

下
で
先
駆
け
て
、
先
の
侵
略
戦
争

を
「
正
し
い
戦
争
だ
っ
た
」
と
す

る
「
歴
史
教
科
書
」
を
導
入
さ
せ

よ
う
と
の
ね
ら
い
・
⑥｢

近
隣
の
山

北
町
で
は
、
神
奈
川
県
の
水
が
め

で
も
あ
る
こ
の
地
域
に
、
ご
み
処

理
場
（
エ
コ
ル
ー
プ
）
建
設
反
対

の
運
動
な
ど
」
。
▼
こ
の
う
ち､

ボ
ー

ト
ピ
ア
設
置
に
つ
い
て
は
、
5
月

24
日
市
長
は
同
意
し
な
い
と
記
者

会
見
、｢

国
土
交
通
省
の
認
可
基
準

の
三
条
件
①
地
元
自
治
会
等
の
同

意
②
議
会
の
同
意
③
市
長
の
同
意

の
一
角
が
崩
れ
、
設
置
不
可
の
方

向
に
」
。
ま
た
、｢

城
山
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
に
つ
い
て
は
６
月
４
日
事

業
者
が
小
田
原
市
へ
売
却
す
る
こ

と
に
合
意
し
た
と
市
長
記
者
会
見
」
。

い
ず
れ
も
多
く
の
市
民
の
反
対
運

動
が
実
を
結
ん
だ
も
の
▼
数
年
前

に
誘
致
し
た
関
東
学
院
大
学
は
、

市
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
の
低
さ
で

生
徒
が
集
ま
ら
ず
撤
退
の
計
画
も

あ
る
と
い
い
ま
す
。
私
た
ち
も
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
居
住
し
て
い
ま

す
が
、
安
全
で
、
す
み
よ
い
街
つ

く
り
に
手
を
た
ず
さ
え
て
ゆ
き
た

い
も
の
で
す
。
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ボ
ー
ナ
ス
を
ま

え
に
個
人
面
談

行
わ
れ
る

成
果
主
義
賃
金
制
度
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
二
度
目
の
個
人
面
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

期
始
め
に
上
長
と
目
標
や
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
一
時
金
支

給
前
に
そ
の
評
価
と
結
果
に
つ
い

て
話
し
合
う
も
の
。

仕
事
の
評
価
が

的
確
か
疑
問

昨
年
は
職
場
に
よ
っ
て
は
、
事

前
に
職
場
の
個
人
面
談
も
行
わ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

労
組
の
実
施
し
た
実
態
調
査
に

自
分
が
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け

た
の
か
記
入
欄
に
書
き
込
む
こ
と

が
出
来
ず
、
職
場
で
は｢

ど
う
書

け
ば
い
い
の
か
？
」｢

自
分
は
ど

ん
な
評
価
な
ん
だ
？
」
、｢

課
長

や
部
長
に
聞
い
て
み
た
ら
」
な
ど

と
混
乱
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

湘南の海

キ
チ
ン
と
書
面

で今
年
は
書
面
で
知
ら
さ
れ
た
職

場
も
あ
っ
た
様
で
す
が
、
多
く
の

職
場
で
は
口
頭
で｢

普
通
で
す
」
。

な
ど
の
回
答
だ
っ
た
様
で
す
。

書
面
で
回
答
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。賃

金
水
準
を
上

げ
な
い
限
り

２
％
～
３
％
あ
っ
た
定
期
昇
給

が
な
く
な
り
自
主
交
渉
で
賃
金
が

決
ま
る
方
式
、
堂
々
と
成
果
と
能

力
を
主
張
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

原
資
が
増
加
し
な
い
相
対
評
価

の
な
か
、
賃
金
水
準
は
抑
え
ら
れ

た
ま
ま
で
す
。

各
レ
ン
ジ
の
水
準
を
上
げ
る
こ

と
が
強
く
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自分を上手に
アピールできましたか？

ひろば掲載ＵＲＬ http://www.hitachikon.net/hiroba

未明の帰宅にご用心

さる3/30、ＨＳＰ(日立システム

プラザ）から未明に帰宅中の関連会

社の社員が二人組に襲われ、暴行を

うけ現金約八万円を奪われケガをす

るという事件が起きました。

事件後会社のイントラで多額の現

金を持ち歩かないようにとのメッセー

ジを流していました。

職場では｢明け方まで仕事をさせ

る方が問題じゃないのか？」などと

話し合われていました。

個人
面談

意
力
を
集
中
さ
せ
な
い
と
、
作
業

ミ
ス
が
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
ミ
ス
を
指
摘
さ
れ
成
果
が

上
が
ら
な
い
と
、
隠
蔽
す
る
か
、

他
人
に
な
す
り
付
け
る
と
い
っ
た

行
為
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

ギ
ス
ギ
ス
し
た
人
間
関
係
の
な

か
、
指
導
員
や
管
理
者
は
部
下
や

作
業
者
を
育
て
る
と
い
っ
た
意
思

よ
り
、
い
か
に
自
分
が
被
る
損
害

を
く
い
止
め
る
か
に
頭
を
悩
ま
せ

ま
す
。

処
遇
制
度
見
直
し
に
始
ま
っ
た

成
果
主
義
は
技
術
系
の
職
場
だ
け

で
な
く
、
現
業
部
門
で
も
問
題
が

あ
ら
わ
れ
始
め
て
い
ま
す

成
果
主
義
が
も
た
ら
す
弊
害

真実を偽る歴史教科書
― 子供達があぶない ―

小泉首相の靖国神社参拝問題に端を発した日中関係の悪化は反日

デモから経済問題に発展する直前で沈静化している様にみえます。

この靖国神社と同一の歴史観をもつ、扶桑社の作成した中学校歴

史教科書を採用させるために、｢新しい歴史教科書をつくる会」が

各地の教育委員会に陳情をくりかえしています。

神奈川県でも小田原市を突破口に県内での普及採択を目ざし｢つ

くる会」が教育委員会に、｢教員選出の教科書検討委員を排除せよ」

との請願書をだし、圧力をつよめています。

扶桑社の歴史教科書は中国への侵略戦争を美化し、朝鮮半島の植

民地化も自存自衛のためと正当化し、従軍慰安婦等なかったと、記

述そのものをこれまでの教科書と違い、削除しています。

日中関係は｢政冷経熱」といわれ、グローバル化した企業が中国

展開する中、その進出先の都市で、反日デモが激しさみせました。

背景に靖国神社参拝や歴史教科書の問題があり、一部の人達の行

動が日本全体に不利益をもたらしています。

日中共有の歴史認識を実現すること、そのことが日中関係の未来

に繋がるのではないでしょうか。


